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代表取締役社長 市川 秀夫

中期経営計画 ペガサス

PEGASUS PhaseⅡ (2014～2015）

本資料に掲載されている業績予想等の将来に関する記述は、本資料の発表日現在において入手可能な情報及び将来の業績に影響を与える不確実な
要因に係る本資料発表日現在における仮定を前提としています。 実際の業績は、今後様々な要因によって大きく異なる結果となる可能性があります。
業績に影響を与える要素には、経済情勢、ナフサ等原材料価格、製品の需要動向及び市況、為替レートなどが含まれますが、これらに限定されるもので
はありません。
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• ２つのウｨング事業（HD・GE)は踊り場、次なる展開への足固め
• 事業ポートフォリオ再構築による収益力改善

PhaseⅠ
(2011‐2013）

PhaseⅡ
(2014‐2015)

4

PEGASUS（2011-2015）

ポスト
PEGASUS

１．PhaseⅡ PEGASUS 基本戦略を強化・展開
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474

281 260*

8,800 
9,300 

10,000 

8,542 

7,398 

8,500*

2011 2012 2013

当初計画 実績

• 当初計画から大幅乖離
（億円）

6

*2013年実績は、7月29日公表の修正予想値

２．PhaseⅠの振り返り

業績推移

売上高

営業利益
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２．PhaseⅠの振り返り

主力事業の強化策を着実に実施

ＬＩＢパッケージ材
（業界ポジション確立）

半導体高純度ガス
（韓台中拠点拡充）

石油化学 （競争力強化）
アルミニウム （高付加価値事業に特化）
ＬＥＤ （高付加価値分野に特化）
高純度箔 （中国生産開始）

ＨＤ （業界ポジション確立）

ＧＥ （世界供給力強化）

基盤（成長）

基盤（安定）

成長・育成

アルミ構造改革
熱交換器
合金・パネル

GaN系ＬＥＤ再構築
開発テーマ絞り込み

VGCF®-X
ＬＩＢ向け電解液
レンズ用モノマー
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【世界経済見通し（実質GDP成長率）】
IMF （2013年10月発表）

• 先進国 米国 成長加速
• 欧州 低迷から緩やかな回復軌道へ
• 新興国 中国、インド 経済減速
• 日本 低成長続く （単位：％）

３．PhaseⅡ 経営戦略

世界経済見通し

2.9
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-0.4
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2013 2014 2015



ＧＥ

ＨＤレア
アース

石油化学
化学品系
基礎品

アルミニウム缶
ショウティック

高純度アルミ箔
LBP用シリンダー

無機系
各種機能材

LED

電池材料

アリル系
誘導品

半導体
高純度ガス

化学品系
各種機能材

照明用
有機EL

パワー半導体
SiC

エネルギー・環境関連市場

高度情報電子機器市場

産業基礎材料市場

３．PhaseⅡ 経営戦略

PhaseⅠにおける事業ポートフォリオ

10

成長
・育成

基盤
（成長）

基盤
（安定）



パワー半導体
ＳｉＣ
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レアアース

石油化学
基礎化学品・

産業ガス

アルミニウム缶

ＬＢＰ用
シリンダー

無機系
各種機能材

ＬＥＤ

ＬＩＢ
電池材料

燃料電池触媒

成長

新規（育成）

基盤（安定）

機能性
化学品

半導体
高純度ガス

高純度
アルミ箔

ショウティック®

３．PhaseⅡ 経営戦略

PhaseⅡにおける事業ポートフォリオ

基盤（成長）

ＨＤ

ＧＥ

PhaseⅡ
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３．PhaseⅡ 経営戦略

営業利益の拡大

海外展開加速

海外 90億円
国内 150億円

コストダウンに注力

数量差 90億円
価格差 △40億円
為替 40億円

コストダウン 200億円
その他 △50億円

事業ポートフォリオ別：「成長」 利益拡大

基盤（安定） 110億円 基盤（成長） 20億円
成長 70億円 新規（育成） 40億円

営業利益

240億円増益

2013 260億円

2015 500億円
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500億円

260億円

• 「成長」の利益拡大
• 「基盤（安定）」の収益性回復

基盤（安定） +110億円

基盤（成長） +20億円

成長 +70億円

新規（育成）

調整額

2013 2015

60

260

40

280

130

150

３．PhaseⅡ 経営戦略

事業ポートフォリオ別 営業利益



• 営業利益増加額 90億円
新規（育成）、成長、基盤（成長）、基盤（安定） 合計額

３．PhaseⅡ 経営戦略

アジア中心に海外展開を加速

機能性化学品
半導体高純度ガス化学品高純度アルミ箔

ショウティック®

アルミ缶
アルミ

ベトナム
リサイクル原料

レアアース

ＩＣＡ
アルミナ量産化

セラミックス

四川昭鋼炭素
UHP量産化

GE 中国展開

14

LIBパッケージ材



• 国内事業の事業モデル再構築
• 高付加価値事業へシフト

15

150億円

40億円

75

40

35

３．PhaseⅡ 経営戦略

基盤（安定）事業の収益性向上

2013 2015

国内事業

海外事業
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製品・技術の開発・高度化

新たな需要・市場の開拓

事業拠点統合

【Ｄｙフリー合金量産化】

【ﾌﾟﾗｽﾁｯｸﾘｻｲｸﾙ強化】

３．PhaseⅡ 経営戦略

基盤（安定）事業の注力テーマ

設備更新による競争力向上

電力資源の有効活用
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３．PhaseⅡ 経営戦略

コストダウン施策

戦略的コストダウン
ＨＤ
石油化学
基礎化学品
セラミックス

物流費削減
スタッフ機能効率化

定常的
コストダウン

• 戦略施策を徹底

2014-15年
200億円

（2013年比）
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PhaseⅠ

ＧＥ 中国事業
化学品 分離精製事業
石化 SM合弁事業
アルミナ 合弁事業

PhaseⅡ
アルミ缶 （海外市場）
ＨＤ
産業ガス （ASEAN市場）
機能性化学品
ＬＥＤ 他

３．PhaseⅡ 経営戦略

Ｍ＆Ａ・アライアンスによる新規事業機会の獲得
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織込諸元

為替 100円/USD

ナフサ 65,000円/ｋｌ
20

４．PhaseⅡ 計数計画

計数目標、織込諸元

2013
修正予想 **

2014
計画

2015
計画

売上高 8,500 8,800 9,500

営業利益 260 320 500

当期純利益 100 140 250

ＲＯＡ（％）＊ 2.7 3.2 5.0

(億円)

* 総資産営業利益率 ** 2013年7月29日公表
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2013 2015 増減

修正予想* 計画

石油化学 売上高 2,700 2,900 200
営業利益 15 60 45

化学品 売上高 1,360 1,550 190
営業利益 40 80 40

エレクトロニクス 売上高 1,480 1,600 120
営業利益 225 280 55

無機 売上高 710 850 140
営業利益 0 50 50

アルミニウム 売上高 980 1,200 220
営業利益 60 90 30

その他 売上高 1,700 1,850 150
営業利益 -5 15 20

調整額 売上高 -430 -450 -20
営業利益 -75 -75 0

合計 売上高 8,500 9,500 1,000
営業利益 260 500 240

(億円)

＊2013年8月1日公表

４．PhaseⅡ 計数計画

セグメント別売上高、営業利益目標
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(億円)

2013
修正予想

2015
計画

数量差

価格差

コストダウン

その他

260

+200

-40

+90

-50

500

+40
為替

４．PhaseⅡ 計数計画

営業利益の要因別分析



• 設備投資額*  （2014-15 1,050億円）

• 減価償却費 （2014-15 800億円）

23

580

388
425

546
600

450
509 494

462
401 400 400

2010 2011 2012 2013予想 2014 2015

設備投資額 減価償却費

(億円)

＊意思決定ベース

４．PhaseⅡ 計数計画

設備投資計画① テーマを厳選し集中投資



• ＨＤ 熱アシスト記録方式（ＴＡＭＲ）対応

• 半導体高純度ガス 海外拠点強化

• 石化 新製法ブタジエン新設

• ＬＩＢ パッケージ材増強
＊意思決定ベース

24

【設備投資 配分イメージ】

新規（育成）

基盤（成長）

成長

基盤（安定）

４．PhaseⅡ 計数計画

設備投資計画② 主要テーマ



25

４．PhaseⅡ 計数計画

財務指標

(億円)

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

1.4

1.6

1.8

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

3500

4000

2008 2009 2010 2011 2012 2013                    

予想

2015             

計画

有利子負債 D/Eレシオ

ＦＣＦ 2015年 300億円創出
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①サーバー向けメディアの事業拡大

27

５．PhaseⅡ 主要事業戦略

ＨＤ：変化するマーケットに対応

②アルミサブ・メディア一貫メーカーの

強み最大化（高機能・高効率）

④生産能力の最大活用

⑤高生産性の追求

③高容量化対応：ＢＩＣ戦略推進

ＳＭＲ、ＴＡＭＲ量産化対応

基盤
（成長）
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(当社推定)

31

1012

37

961

40

978

47

1020

58

1060

69

1100

1.75 1.75
1.80

1.90

2.00

2.10

1

1

1

2

2

2

2

2

-100

100

300

500

700

900

1100

1300

1500

579
549 543 537 530

D/Dレシオ■ ■ HDD (百万台） ■ HDメディア （百万枚）

525

HDメディア 年率 +3-4%

ニアライン 年率 +18%

2012 2013 2014 2015 2016 2017

５．PhaseⅡ 主要事業戦略

ＨＤ：サーバー向けが成長 D/Dレシオ上昇

基盤
（成長）
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2006 2008 2010 2012 2014 2016

（2.5” 1枚当り記憶容量）

PMRPMR

SMRSMR

TAMRTAMR

年率40%上昇
年率20%に鈍化334GB

500GB

750GB670GB
１TB

500

1000

(GB/p)

５．PhaseⅡ 主要事業戦略

ＨＤ：技術優位性を堅持

基盤
（成長）

• 670GB/ｐｌ を世界初 量産化

• 次世代技術への展開



SDKC（米国）：

3万ﾄﾝ/年 能力増強

2014年央以降 稼働

⇒欧米市場拡大

30

５．PhaseⅡ 主要事業戦略

ＧＥ：拡大期に向け供給体制を構築

大町：

ASEAN・中東市場の大型炉向け

コスト競争力強化

四川：

中国UHP市場へ量産開始

基盤
（成長）



2012 2015

31

96 103 107 111 126 130 

2013 2014 2015 2016 2017 2018

(百万ｔ)

５．PhaseⅡ 主要事業戦略

ＧＥ：需要は2014年底打ち 緩やかに回復

【世界の電炉鋼需給】
年率 ３～５％成長を見込む

欧州底打ち
北南米増加
ASEAN 電炉新設

＊ＤＲＩ（Direct Reduced Iron）
米国・中東・ASEAN市場で拡大

⇒ 天然ガス活用

451 485

【世界の電炉鋼生産】 （WSA、当社推定）

中国・インド

新興国

先進国

【北南米の電炉鋼生産】 （当社推定）

基盤
（成長）

(百万ｔ)
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北米

1090億缶
-0.5%

南米

220億缶
6.0%

中国

200億缶
14.5%

日本

183億缶
0%

アジア*

200億缶
8.5%

オセアニア
50億缶

2.0%

欧州
（含むロシア）

400億缶
3.0%

インド
中東

アフリカ

190億缶
7.5%

*アジアには韓国・台湾を含む。

【世界のアルミ飲料缶需要（2012）・成長率（～2015）】

2527億缶、3.2％

５．PhaseⅡ 主要事業戦略

アルミ缶：拡大するアジア新興マーケットをターゲット

• 国内需要は成熟、顧客製品の多様化に対応
• 海外成長市場へ展開

成長
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５．PhaseⅡ 主要事業戦略

アルミ圧延品・高純度ガス：ASEAN市場を強化

【半導体高純度ガス】
NH3、HBｒ、N2O、Cｌ2事業に特化

韓国、台湾、中国の拠点拡充

【アルミ圧延品】
需要が伸びる高純度アルミ箔の
中国市場での事業規模を確立

独自技術（CJ法）をベースに
世界のリーディングポジションを確立

0

10000

20000

30000

40000

50000

60000

2013 2015 2013 2015

ハイエンド ボリューム

(t)

日本 中国

【高純度アルミ箔市場の推移】

(当社推定)

成長

100

120

140

160

180

200

220

2013 2014 2015

【ｱｼﾞｱ太平洋半導体市場の推移】
（10億ドル）

年率 3.7%成長

(WSTS)
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• 中国、ASEAN 自動車、住設向け事業拡大
（ＢＭＣ、ビニルエステル、エマルジョン）

• 電子材料向け新規製品（エマルジョン）

2013 2015 2017 2019

５．PhaseⅡ 主要事業戦略

機能性化学品：事業規模を拡大

（万台）

中国

インド

ASEAN

2860
3050

3240
3430

4180

3800
3610

3990

【ビニルエステル製タンク】

【BMC採用のHV用モーター】

成長

【中国・インド・ASEANの自動車需要見通し】

(当社推定)
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５．PhaseⅡ 主要事業戦略

石油化学：コンビナート 競争力を強化

【オレフィン】
ブタジエン新製法の開発加速
原料多様化の深化
クラッカー副生留分の高付加価値化
石油精製との連携強化

【有機化学品】
製法転換による
酢酸エチルの事業構造改善

ショウレイアル®をはじめとする
ポリマー・フィルム事業の開発加速

基盤
（安定）

【ナフサクラッカー】
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５．PhaseⅡ 主要事業戦略

化学品：個別製品の競争力強化とマテリアルチェーンの充実

使用済みプラ 都市ガス

ＡＮ

ＣＲ

KPR＊1 ＊1 川崎プラスチックリサイクルプラント

アミノ酸

ラクトニトリル

外販国内トップポジションを強化（電力向け、KPR稼働向上）

誘導品を強化

海外展開、ラテックス強化

IPP＊2

＊2 川崎パワープラント

収益性を向上

Ｃｌ2

基盤
（安定）

ＮＨ3
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５．PhaseⅡ 主要事業戦略

レアアース・ショウティック：中国・ASEANマーケットを強化

基盤
（安定）

【ショウティック】

マレーシア鋳造工場の量産開始

自動車向け新製品の上市

国内拠点の競争力向上

【レアアース】

中国磁石メーカーへの合金拡販

リサイクル原料使用拡大

Ｄｙフリー合金のマーケティング推進

0

5000

10000

15000

20000

25000

30000

35000

2005 2007 2009 2011 2013 2015 2017

【高性能磁石世界市場】

(当社推定)

（t）

【ショウティック®】
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６．PhaseⅡ Ｒ＆Ｄ戦略

成果の早期顕現に向けテーマを厳選

• 事業拡大のサポートに重点配分：ＨＤ、機能性化学品

• 中期テーマを厳選：パワー半導体ＳｉＣ、燃料電池等

【研究費総額】 2年間合計 440億円

39

現行事業の発展

次期事業の創出

次世代へのシーディング

既存事業と共通技術の維持改良

投資の狙い

その他施策

ストレージ、機能性化学品

パワー半導体SiC、燃料電池

ナノカーボン、熱ソリューション

石化、基礎化学品、アルミ

事 業

（社外提携など）



• 世界のリーディングポジション確立

薄型化、省スペース化、放熱性向上に寄与
• 新プロセスによる能力増強・供給力安定化

【ＬＩＢパッケージ材 生産工程】
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６．PhaseⅡ Ｒ＆Ｄ戦略

ＬＩＢ電池材料 パッケージ材

【スマートフォン、タブレットPC】

新規
（育成）
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【二次電池市場の長期予測】

６．PhaseⅡ Ｒ＆Ｄ戦略

ＬＩＢ電池材料 負極材
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（10億ドル)

ＥＶ向け市場が急速に拡大

• SCMG®：長寿命、高容量、高密度、高い入出力特性
競争力のある新グレードを投入
定置型蓄電池向けグレード量産

• 高容量Ｓｉ黒鉛複合負極材の開発

(データ：B3 corporation)

新規
（育成）
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• 段階的に生産能力を増強
• ４ｲﾝﾁ高品質化、６ｲﾝﾁ量産技術確立
• 高信頼性・超高耐圧 新グレード開発

６．PhaseⅡ Ｒ＆Ｄ戦略

パワー半導体ＳｉＣエピウェハー

42(当社推定)

（億円）

６ｲﾝﾁ
量産化

能力増強

【SiCデバイス市場投入時期】

新規
（育成）
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１. PEGASUSの概要

２. PhaseⅠ（2011～2013）の振り返り

３. PhaseⅡ（2014～2015） 経営戦略

４. PhaseⅡ 計数計画

５. PhaseⅡ 主要事業戦略

６. PhaseⅡ Ｒ＆Ｄ戦略

７. まとめ



7. まとめ
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ポストＰＥＧＡＳＵＳに向け、ＨＤ・ＧＥの収益性向上

成長事業の飛躍

基盤（安定）事業の収益性改善




